
平成 29 年度 佐賀県教育センター 小・中・高等学校教育相談 

ポイント（小）-1  

２ 研究の実際 ＞ (２) 授業の実際 

ア 交流活動を進める際のポイント（小学校）                                   

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 児童の実態に即した活動のポイント 

 
 

 

 

  

 
「強み」について知る 

自分ウェビング 

 

「強み」という言葉に対するイメージ

は「力が強い」「体が丈夫」等にとどま

っていることが考えられます。 

→スライドを見ながら、「強み」の定義

を理解します。 

「
強
み
」
の
定
義 

「
強
み
」
を
理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト 

自分のマイナス面を「強み」と捉える発

想は出にくいと考えます。 

→これから学習する「強み」とは、プラ

スだと思われることだけではなくマ

イナスに思えることも含むことを、

スライドを見ながら理解します。 

自分の「強み」を伝えることをためらっ

たり恥ずかしいことと捉えたりする児

童がいることが考えられます。 

→授業者の“好きなもの”や“苦手なこ

と”を示した「自分ウェビング」のス

ライドを見て書き方を理解した後

に、書きやすいところから始めて、

「自分ウェビング」を完成させます。 

「
自
分
ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
授
業
者
の
好
き
な
も
の
や
苦
手
な
こ
と
） 

友
達
と
自
分
の
「
強
み
」
見
付
け 

友達の「強み」は、自分の「強み」より

も見付けやすく書きやすいことが考え

られます。 

→友達の「自分ウェビング」を参考に、

友達の「強み」を見付けて友達のワー

クシートに記入した後に、友達から

記入してもらった「強み」を見て、自

分の「強み」を書くという活動を通し

て自他の強みを知ります。 

 



平成 29 年度 佐賀県教育センター 小・中・高等学校教育相談 

ポイント（小）-2  

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 児童の実態に即した活動のポイント 

 
  

    

 

 

  

 

ステップ アップ ウェビング 

 

友達の「強み」は、自分の「強み」より

も見付けやすく書きやすいことが考え

られます。 

→友達のワークシートにシールを貼る

活動を通して友達の「強み」について

考え、友達からもらったシールを参

考にして、自分の「強み」について考

えることで、自己理解と他者理解を

深めます。 

友
達
と
自
分
の
「
強
み
」
見
付
け 

自分の“苦手なこと”や“困っているこ

と”に対して、自分の「強み」を生かし

て解決するという発想は出にくいこと

が考えられます。 

→スライドの説明を参考にして、“苦手

なこと”や“困っていること”を解決

するアイディアやヒントの視点を学

習します。 

自
分
の
「
強
み
」
を
生
か
す 

「友達の役に立ちたい」「友達に教えて

あげたい」という気持ちは強いと考え

ます。 

→友達の“苦手なこと”や“困っている

こと”を解決するアイディアを、友

達の「強み」を参考にして考えること

で他者理解を深めます。 

② 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
生
か
そ
う 

星☆いくつ 

「
ス
テ
ッ
プ 

ア
ッ
プ 

ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
苦
手
な
こ
と
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
） 

ア
イ
デ
ィ
ア
や
ヒ
ン
ト
の
視
点 

「強み」を生かすことにより、“やって

みたいこと”や“がんばりたいこと”

にチャレンジしやすくなると考えま 

す。 

→友達から記入してもらったアイディ

アを参考にし、自分の「強み」を生か

した解決方法を考えさせることで、

実践意欲を高めます。 



平成 29 年度 佐賀県教育センター 小・中・高等学校教育相談 

ポイント（小）-3  

※３時間の学習で使用したワークシート等をファイルにとじ、「ストレングス・グッズ」として児童に配付します。 

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 児童の実態に即した活動のポイント 

 
 

 

 

  

 

③ 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
生
か
し
て
い
こ
う 

 

これがあれば大丈夫！ 

前時までの学習活動を振り返ったり自

分の「強み」を再確認したりする活動で

は、スライドや具体物を使って視覚的

に示すことは有効であると考えます。 

→スライドや前時までのワークシート

等を見ながら、自分の「強み」を再確

認します。 

活
動
の
振
り
返
り 

複数の「強み」の中から、場面に応じた

「強み」を選択することは難しいと考

えます。 

→自分の「強み」の中から「これがあれ

ば大丈夫！」と思える強みを２つ選

ぶことにより、「強み」を生かしてい

こうという意欲を高め、実践につな

げます。 

「
こ
れ
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
！
」
の
記
入
例 

 

（
生
か
し
た
い
「
強
み
」
） 

お宝ウェビング 

これまでに見付けた「強み」を関連付け

たり、新たな「強み」に気付いたりする

ためには、視覚的な手立てが必要だと

考えます。 

→これまでに見付けた「強み」を、ウェ

ビングマップにまとめて整理するこ

とにより、自己理解を深めます。 

友達にメッセージや手紙を贈ることに

喜びを感じると考えます。 

→友達の「強み」を書き加えるときに自

分の名前を書き添えることにより、

友達を思いやる気持ちや活動への意

欲を高めます。 

 

「
お
宝
ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

 

（
整
理
し
た
自
分
の
「
強
み
」） 

「
お
宝
ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

 

（
友
達
が
書
き
加
え
た
「
強
み
」
） 


